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要 旨 
 

「シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動」研究専門委員会は、 
1)「福島第一原子力発電所事故に関する調査委員会」での、ソースタームの評価に、従来の評価ベース

では説明できない事象が散見され、新たな研究が必須という指摘と 
2)ソースターム関連研究の衰退とともに、技術を支えてきた研究者、技術者の多くが第 1 線を離れ、技

術的な空洞化が顕著となっているという認識 
に応える形で発足した。 
本研究専門委員会の設立に先立って、水化学部会の「FP 挙動」研究専門委員会準備会で Phebus FP プ

ロジェクト関連文献をサーベイし、技術報告書「Phébus FP プロジェクトにおける核分裂生成物挙動の

まとめ - 福島プラント廃炉計画及びシビアアクシデント解析への適用-」として出版した。 
本技術報告書は、上記技術報告書の応用編ともいうべき位置づけで、3 つの WG で①FP 関連の基礎実

験の在り方、②シビアアクシデント解析コードのベンチマーク、そして③実機データに基づく技術課題

の摘出、についての議論を進めてきた結果をまとめた。内容は大きく 3 つの編、すなわち、基礎編、応

用編そして将来課題編に分け、FP の基礎特性、基礎的挙動のまとめ、実機での FP 挙動の実態の紹介、

そして本研究専門委員会では未消化で次期研究専門委員会に引き継がれるべき課題についてまとめた。 
第 I 編 基礎編では、FP および燃料デブリの基礎特性、FP の現象把握、挙動評価、 

1F 事故より顕在化した研究ニーズ・課題、FP 挙動把握のための共通技術、 
およびシビアアクシデント解析コード、についてまとめた。 

第 II 編 廃炉作業を念頭に、実機での FP，燃料デブリ把握の現状、FP 除去法、 
汚染水処理の実状、環境汚染の実状、そして廃炉のリスク評価をまとめた。 

第 III 編 今後の課題として、議論の過程で新たに顕在化した課題や議論が十分ではなく今後に残さ

れた課題をまとめた。 
 

ABSTRACT 
 

“Research Committee on Fission Product (FP) Behaviors under Severe Accident” was established based on 
the following comment and understanding. 
1) Lots of facts and phenomena, which had been learned from the nuclear accident at Fukushima Daiichi Nuclear 

Power Plant (NPP) (1F), let us modify some of important preconceptions on FP behavior under severe accident 
(SA) (Atomic Energy Society of Japan. The Fukushima Daiichi Nuclear Accident - Final Report of AESJ 
Investigation Committee (2014)).  

2) Since late 1990’s research activities related to source term of severe accident have gradually faded away and 
experts supporting the technologies related to FP behaviors have retired from the research fronts, which resulted 
in hollowing out of the FP related technology. 

In order to prevent the hollowing，a preparation group for “FP behavior” Research Committee was organized 
in the Division of Water Chemistry in the Atomic Energy Society of Japan to prepare for suitable technical transfer 
based on discussion on FP behaviors and then to publish the previous technical report on FP behaviors “FP Behavior 
obtained from Phébus FP Projects – Application for Decommissioning Plans for Fukushima Daiichi Plants and 
Severe Accident Analysis”.  
     In the technical report, which followed the previous one as an application version, as a result of discussions 
in three Working Groups of the Committee, ①necessary basic research activities related to FP behavior, ②, 
benchmark evaluation of SV analysis codes and ③primary subjects on FP behaviors observed at the 1F were 
summarized. The technical report were divided into three terms; Basic, Application and Future subjects, where basic 
properties of FPs, actual behaviors of FPs in the plant and future subjects not sufficiently to be discussed at the 
committee and to be continued at the coming committee, which are as follows. 

I. Basic term:    Basic properties of FPs and fuel debris. Understanding and evaluations of the FP 
behaviors.  Newly proposed research needs and primary subjects related FP 
behaviors in the plant. Common technologies to understand FP behaviors in the 
plant.SA analysis codes.  

II. Application term:    Actual FP and fuel debris behaviors to be applied for decommissioning. FP removal 
technologies. Contaminated water treatment. Environmental contamination. Risk 
evaluation related to decommissioning.  

III. Future subject term: Newly obtained phenomena as future subjects. Primary subjects for further 
discussions    
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はじめに 
 
本報告書「福島第一原子力発電所における核分裂生成物の短期/長期挙動」は 2017 年から 2021 年まで

の 4 年間の「シビアアクシデント時の核分裂性生物挙動」研究専門委員会の活動に基づく技術報告書で

ある。これに先立つ 2015 年からの 2 年間、水化学部会に「核分裂生成物挙動」研究専門委員会準備会を

組織し、国際的な PWR のインパイルループによるベンチマーク実験「Phébus FP プロジェクト」の公開

文献を精査する活動を行なった。この活動は、核分裂生成物の挙動の検討は福島第一原子力発電所の今

後 40 年余に及ぶ廃炉に深く関わること、さらには FP 関連の技術を支えてきた研究者・技術者が第一線

を退いてきたことから、若い年代に確実に技術伝承することが重要課題であるとの認識に基づいてい

る。このような状況に鑑み「Phébus FP プロジェクトにおける核分裂挙動のまとめ – 福島プラント廃炉

計画およびシビアアクシデント解析への適用」なる技術報告書を刊行した。今回も全く同じ認識のもと

に活動し、その成果を技術報告書としてまとめたものである。 

さて、「シビアアクシデント時の核分裂性生物挙動」研究専門委員会の活動は三つの WG (WG1: FP 実

験、WG2: ベンチマーク評価、WG3: 技術課題摘出)と全体会議で行ない、3 つの WG は目的、内容は相

互に関連を持つよう心がけて行なった。このあたりの狙いについてはこの後に詳細に紹介する。主に水

化学部会のメンバーが活動を担い、熱流動部会、核燃料部会、保健物理・環境科学部会、計算科学技術

部会、原子力安全部会、バックエンド部会、再処理リサイクル部会からの支援も得た。この活動の間、

福島プラント内の汚染分布やデブリの状況も少しずつわかってきた。これらについても最新のデータを

取得するようにしてきた。 

本報告書は I. 基礎編、II. 廃炉における FP 挙動とその対応、III. 今後の課題 からなる。さらに資料

として、ATOMS 解説記事、活動記録も収録している。本専門委員会の 4 年間の活動報告のまとめであ

り、今後の活動の一助になることを期待している。 
 

2021 年 3 月 
「シビアアクシデント時の核分裂生成物挙動」研究専門委員会 主査 勝村庸介 
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